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今
国
会
に
政
府
自
民
・
公
明
党
は
、
国

民
に
「
愛
国
心
」
の
押
付
け
や
教
育
へ
の

国
家
介
入
を
強
め
る
教
育
基
本
法
の
改
正

案
を
提
出
し
ま
し
た
。
憲
法
改
正
問
題
と

合
わ
せ
、
国
民
の
不
安
が
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
法
案
審
議
は
今
後
臨
時
国
会
に
移
り
、 

重
大
な
局
面
を
む
か
え
ま
す
。 

み
ね
お
か
繁
議
員
は
代
表
質
問
で
、
教

育
基
本
法
「
改
正
」
の
危
険
な
動
き
に
つ

い
て
、
町
長
と
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し

ま
し
た
。 

み
ね
お
か
議
員
は
、
政
府
の
基
本
法
改 

正
理
由
は
①
「
時
代
の
要
請
」
に
合
わ
な

い
と
い
い
つ
つ
、
そ
の
事
実
を
挙
げ
ら
れ

ず
、
少
年
犯
罪
、
耐
震
偽
装
、
ラ
イ
ブ
ド

ア
ー
事
件
な
ど
の
社
会
問
題
を
あ
げ
て
教

育
の
せ
い
に
す
る
無
責
任
な
態
度
で
あ
る

こ
と
②
「
教
育
の
目
標
」
と
し
て
、「
国
を

愛
す
る
態
度
」
な
ど
20
に
及
ぶ
「
徳
目
」

を
列
挙
し
、
学
校
や
教
職
員
、
子
ど
も
た

ち
に
義
務
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
③

教
育
的
立
場
は
、
現
行
基
本
法
第
10
条
の
、

教
育
は
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な

く
、「
国
民
全
体
に
対
し
て
直
接
に
責
任
を

負
っ
て
」
行
な
う
と
の
記
述
を
「
こ
の
法

律
及
び
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
な
う
」
。
に
置
き
換
え
る
な
ど
、
国
家

権
力
の
介
入
の
企
て
を
批
判
し
ま
し
た
。

みなさんの 

ご意見を、

電話・メー

ルでおよせ

ください。 

教
育
基
本
法
改
悪
の
狙
い
は 

「
戦
争
を
す
る
国
」
へ
の
人
づ
く
り 

 

み
ね
お
か
議
員
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
や
「
格

差
社
会
」
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
い
ま
、

①
教
育
基
本
法
に
掲
げ
た
「
真
理
と
平
和
を

希
求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
」
と
の
理

念
を
学
校
教
育
に
生
か
す
こ
と
②
教
育
か

ら
競
争
主
義
を
一
掃
し
、
学
校
と
教
師
の
自

由
と
自
立
性
を
尊
重
し
た
教
育
の
徹
底
③

教
育
条
件
の
整
備
を
行
政
が
果
た
す
こ
と
、

を
強
調
ま
し
た
。 

ま
た
、
基
本
法
「
改
定
」
の
狙
い
は
、
憲

法
を
変
え
て
「
海
外
で
戦
争
を
す
る
国
」
を

め
ざ
す
、
「
弱
肉
強
食
の
経
済
社
会
」
の
推

進
と
一
体
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
基
本
法

「
改
定
」
を
す
す
め
る
勢
力
の
い
う
「
愛
国

心
」
と
は
、
「
戦
争
を
す
る
国
」
に
忠
誠
を

誓
え
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
人
づ
く
り
へ
の

教
育
に
変
え
る
も
の
と
批
判
、
政
府
自
民
・

公
明
党
の
危
険
な
企
み
を
許
さ
な
い
国
民

的
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

服
部
町
長
答
弁 

「
国
民
の
共
通
理
解
」
が
必
要 

 

答
弁
に
立
っ
た
服
部
忠
行
町
長
は
、
「
教

育
基
本
法
は
人
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
十

分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
、
国
民
の
共
通
理
解

を
は
か
り
進
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
回
、
同
法
案

が
継
続
審
議
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
は
、
妥
当

で
は
な
い
か
と
の
感
じ
を
抱
い
て
い
る
」 

 
大
橋
徳
紀
教
育
長
は
、
「
教
育
長
就
任
時

に
教
育
基
本
法
を
熟
読
し
、
憲
法
、
教
育
基

本
法
を
遵
守
す
る
む
ね
の
レ
ポ
ー
ト
を
書

き
県
に
提
出
し
た
。
今
後
の
議
論
を
真
剣
に

見
極
め
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

 

菰
野
町
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
２
２
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
菰
野
町
議
員
団
の
、
み
ね
お
か
繁
議
員
は
代
表
質
問
で
、
①
教
育
基
本
法
の
改
悪
と
町
長
及
び
教
育
長
の
見
解

②
集
落
営
農
組
織
の
取
り
組
み
状
況
と
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
時
期
③
国
保
事
業
で
医
療
費
と
保
険
税
の
軽
減
に
つ

い
て
・
・
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問
で
、
か
と
う
昌
行
議
員
は
、
①
井
戸
水
に
頼
り
生
活
し
て
い
る
根
の
平
、
杉
谷
鈴
鹿
台
の
水
源
地
で
の
砂
利
採
取

は
水
源
を
枯
渇
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
中
止
を
求
め
る
②
鈴
鹿
国
定
公
園
内
で
の
開
発
は
自
然
環
境
破
壊
、
埋
め
戻
し
に
よ
る

不
法
投
棄
、
土
砂
災
害
の
危
険
で
許
さ
れ
な
い
と
町
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

中
川
て
つ
お
議
員
は
、
①
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
就
学
前
ま
で
通
院
も
無
料
に
す
る
こ
と
②
自
然
環
境
の
保
全
対
策
③
学

校
、
保
育
園
な
ど
公
共
施
設
の
適
切
な
管
理
、
修
繕
対
策
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成 

義
務
教
育
就
学
前
ま
で
入
院
・
通
院
も
無
料
に
す
る

「
決
議
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

  

６
月
定
例
議
会
に
県
の
条
例
に
合
わ
せ
て
、
今
年
９
月
１
日

か
ら
「
入
院
に
限
定
し
て
」
4
歳
児
か
ら
義
務
教
育
就
学
前
ま

で
を
対
象
に
、
医
療
費
を
無
料
に
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

す
で
に
三
重
県
下
２９
自
治
体
の
内
、
17
市
町
約
６
割
の
自
治

体
が
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。
菰
野
町
は

近
隣
市
町
で
一
番
遅
れ
て
い
ま
す
。
（
裏
面
参
照
） 

中
川
て
つ
お
議
員
が
一
般
質
問
で
、「
入
院
に
限
定
せ
ず
通
院

も
含
め
無
料
に
す
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。
町
長
は
「
前
向
き

に
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
町
議
団
は
、「
就
学
前
ま
で
入
院
・
通
院
も
医
療

費
を
無
料
に
す
る
」
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、

少
子
化
対
策
の
た
め
「
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
を
通
院
に

も
拡
大
す
る
」
決
議
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

町
長
の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

出
生
率 

四
日
市
管
内
で
菰
野
町
が
一
番
低
い 

 
 
 

 

菰
野
町
で
も
左
記
の
表
の
よ
う
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
菰
野
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
四
日
市
管
内
よ
り
低
い

の
で
す
。 

女
性
が
安
心
し
て
子
ど 

も
を
産
み
育
て
や
す
い
環 

境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

      

年 度 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

菰野町 1.44 1.28 1.35 1.35  

三重県 1.38 1.40 1.35 1.34 1.34

国 1.33 1.32 1.29 1.29 1.25

四日市管内  1.45 1.41 1.38 1.38

菰野町出生数 427 337 348 335 333 

合計特殊出生率（１人の女性が一生に産む子供の数）

 

 

 

「
愛
国
心
」
の
押
付
け
、「
戦
争
す
る
国
」
め
ざ
す

 

教
育
基
本
法
改
悪
を
許
さ
な
い
国
民
運
動
を 
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●
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
見
直
し
を
求
め
る
」
請
願
書
を
提
出 

賛
成
は
、
服
部
住
雄
、
み
ね
お
か
繁
、
中
川
て
つ
お
、
か
と
う
昌
行
の
４
議
員

 
 
 

農
家
を
中
心
に
２
５
２
名
の
署
名
を
添
え
町
議
会
へ
次
の
よ
う
な
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
①
麦
や
大
豆
の
価
格
保
障
を
基
本

と
す
る
経
営
安
定
対
策
②
集
落
営
農
組
織
の
設
立
な
ど
農
家
の
話
し
合
い
を
保

障
す
る
た
め
平
成
19
年
度
か
ら
の
性
急
な
制
度
開
始
を
凍
結
す
る
③
規
模
の
大

小
等
の
基
準
で
は
な
く
、
多
様
な
担
い
手
を
確
保
す
る
施
策
を
求
め
る
も
の
で

す
。
採
決
の
結
果
賛
成
少
数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
み
ね
お
か
繁

議
員
が
請
願
書
趣
旨
に
沿
い
政
府
に
対
し
て
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
議
案
提
案
し
ま
し
た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

自
・
公
政
権
は
、
現
行
の
麦
・
大
豆
の｢

価
格
保
障｣

を
平
成
19
年
度
か
ら
廃

止
し
、
今
後
４
㏊
以
上
の｢

担
い
手｣

農
家
と
集
落
営
農
法
人
等
に
限
定
し
た
所
得

補
償
に
し
ま
す
。
小
農
家
は
集
落
営
農
組
織
を
設
立
し
農
地
や
施
設
を
共
同
化
し

な
い
と
支
援
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
も
平
成
19
年
度
導
入
は
性
急
で
、
そ
れ
ま
で
に
決
め
る
の
は
困
難
で
す
。

大
規
模
農
家
と
の
摩
擦
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
政
府
に
対
し
て
無
謀
な
農
政
の

見
直
し
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
た
の
で
す
。 

国
民
に
と
っ
て
、
安
全
な
食
料
を
安
定
供
給
す
る
農
業
を
守
る
こ
と
、
水
源
の

保
全
、
住
環
境
を
守
る
課
題
は
切
実
で
す
。 

 

●
国
民
健
康
保
険
税
が
約
一
億
円
値
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
下
一
高
い
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
に
反
対
し
た
の
は
日
本
共
産
党
議

員
団
だ
け
で
し
た
。
ま
た
保
険
税
の
値
下
げ
を
繰
り
返
し
求
め
た
の
も
共
産
党
議

員
団
だ
け
で
す
。 

 
 
 

改
定
で
の
モ
デ
ル
に
よ
る
減
税
額
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

■
医
療
分
（
世
帯
当
り
） 

 
 

４
人
家
族
、
営
業
で
一
人
収
入
、
所
得
額
２
６
６
万
円
の
場
合 

３
万
７
０
０
円
減
額 

 
 

２
人
家
族
、
夫
の
年
金
で
厚
生
年
金
収
入
２
５
０
万
円
の
場
合 

 

１
万
４
６
０
０
円
減
額 

 

国
保
税
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
収
入
が
生
活
保
護
基
準
額
よ
り

少
な
い
世
帯
、
死
亡
、
住
居
の
全
壊
・
全
焼
、
損
害
金
額
が
住
宅
又
は
家
財

価
額
の
２
分
の
１
以
上
の
と
き
は
減
額
さ
れ
ま
す
。
役
場
住
民
課
、
税
務
課

に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。 

 

 かとう昌行議員 
電話（396）2588 
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三
重
郡
内
で
は
、
菰
野
町
を
除
く
朝
日
町
、
川
越
町

で
、
ま
た
、
亀
山
市
で
も
通
院
・
入
院
と
も
就
学
前
ま

で
無
料
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
員
町
で
は
、
９
歳
年
度

末
ま
で
通
院
・
入
院
と
も
無
料
で
す
。 

中
川
て
つ
お
議
員
は
、
菰
野
町
で
も
入
院
に
限
定
せ

ず
、
就
学
前
ま
で
医
療
費
を
無
料
に
す
る
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。
（
下
図
参
照
） 
 

ま
た
、
中
川
て
つ
お
議
員
は
、
菰
野
町
の
Ｈ
16
年 

根
の
平
、
杉
谷
・
鈴
鹿
台
の
水
源
地
で 

砂
利
採
取
は
許
さ
れ
な
い 

 

か
と
う
昌
行
議
員
は
、
根
の
平
、
杉
谷
・
鈴
鹿
台
の

水
源
地
で
計
画
さ
れ
て
い
る
砂
利
採
取
計
画
の
中
止

と
井
戸
水
の
水
源
地
の
確
保
を
求
め
て
、
服
部
忠
行
町

長
に
業
者
の
指
導
と
許
可
権
者
の
三
重
県
知
事
に
菰

野
町
の
意
見
具
申
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
傍
聴
席
は
満
席
に
な
り
、
入
り
き
れ
な
い

傍
聴
者
約
３０
名
が
第
２
会
場
に
用
意
さ
れ
た
テ
レ
ビ

中
継
で
、
か
と
う
議
員
の
質
問
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

 

老
齢
者
控
除
の
廃
止 

年
金
控
除
縮
小
で
住
民
税
大
増
税
！

 

年
金
生
活
者
は
悲
鳴 

 

役
場
に
苦
情
、
問
い
合
わ
せ
殺
到 

  

公
明
党
、
自
民
党
が
税
制
改
正
で 

２
年
前
に
庶
民
増
税
を
決
め
た
！ 

  

菰
野
町
役
場
が
６
月
中
旬
に
町
県
民
税
の
納
付

書
を
送
付
し
て
か
ら
、
役
場
の
電
話
は
苦
情
と
問
い

合
わ
せ
で
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
ま
た
、
直
接
役
場

の
窓
口
に
来
る
人
で
、
職
員
は
対
応
に
て
ん
て
こ
舞

い
で
す
。 

       

４８
万
円
の
老
齢
者
控
除 

 

公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小
で 

 
 

 

合
計
６８
万
円
の
控
除
な
く
な
る 

  

年
金
生
活
の
お
年
寄
り
を
突
然
、
住
民
税
の
大
増

税
が
襲
っ
た
の
は
、
小
泉
内
閣
と
公
明
、
自
民
両
党

が
０４
年
度
と
０５
年
度
の
税
制
「
改
正
」
で
庶
民
増

税
を
決
め
て
、
４８
万
円
の
老
齢
者
控
除
を
廃
止
し

公
的
年
金
等
控
除
を
１
４
０
万
円
か
ら
１
２
０
万

円
に
縮
小
し
て
、
合
計
６８
万
円
の
控
除
が
な
く
な

っ
た
か
ら
で
す
。 

年
金
が
減
っ
て
い
る
の
に
住
民
税
が
い
っ
き
に

５
倍
に
も
は
ね
あ
が
り
、
「
年
寄
り
を
殺
す
気
か
」

と
抗
議
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

あ
る
町
民
は
「
先
の
総
選
挙
で
、
小
泉
首
相
の
自

民
党
、
公
明
党
を
勝
た
せ
す
ぎ
た
。
選
挙
が
こ
ん
な

に
暮
ら
し
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
と
は
、
考
え
た
こ

と
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
よ
く
考
え
て
投
票

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 
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根
の
平
、
杉
谷
・
鈴
鹿
台
の
水
源
地
で
、
砂
利
採
取

を
計
画
し
て
い
る
の
は
、
杉
谷
の
土
木
会
社
・
隆
喜
建

材
で
約
４
千
２
百
坪
の
広
さ
を
、
深
さ
１０
ｍ
も
掘
削

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
開
発
の
許
可
権
者
は
三

重
県
知
事
で
す
。 

採
取
地
予
定
地
は
砂
防
地
区
、
国
定
公
園
内
で
あ

り
、
無
謀
な
開
発
は
自
然
公
園
法
、
砂
防
法
、
採
石
法
、

森
林
法
な
ど
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

か
と
う
昌
行
議
員
は
、
服
部
町
長
は
、
こ
れ
ら
の
法

律
を
駆
使
し
て
①
土
砂
の
流
出
な
ど
災
害
防
止
②
水

が
枯
渇
す
る
恐
れ
の
あ
る
水
の
確
保
③
自
然
破
壊
を

防
ぐ
環
境
の
保
全
④
下
流
地
域
の
水
害
防
止
・
・
を
三

重
県
知
事
に
意
見
具
申
し
て
、
砂
利
採
取
の
中
止
と
住

民
生
活
を
守
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

答
弁
に
立
っ
た
服
部
忠
行
町
長
は
、
「
国
定
公
園
を

守
る
姿
勢
を
貫
き
た
い
」
「
公
益
の
観
点
か
ら
県
に
対

し
て
、
意
見
を
言
う
」
と
答
え
、
住
民
生
活
を
守
る
姿

勢
を
強
く
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

 

度
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子

供
の
数
、
自
然
増
と
自
然
減
の
境
目
は
２･

08
と
さ
れ

て
い
る
）
が
１･

35
で
あ
り
、
四
日
市
管
内
の
１
・
38

よ
り
低
い
こ
と
を
示
し
、
「
四
日
市
管
内
で
菰
野
町
の

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
が
一
番
遅
れ
て
い
る
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

服
部
忠
行
町
長
は
、
「
前
向
き
に
検
討
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

  
 

 

菰
野
町･

･･

３
歳
ま
で
通
院･

入
院
無
料 

 
 

 

朝
日
町･

･･

就
学
前
ま
で
通
院
・
入
院
無
料 

 
 

 

川
越
町･

･･

就
学
前
ま
で
通
院
・
入
院
無
料 

 
 

 

亀
山
市･

･･

就
学
前
ま
で
通
院
・
入
院
無
料 

 
 

 

四
日
市･

･･

３
歳
ま
で
通
院･

入
院
無
料 

 
 
 
 
 
 
 

４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
入
院
無
料 

 
 

 

鈴
鹿
市･

･･

３
歳
ま
で
通
院･

入
院
無
料 

 
 
 
 
 
 
 

４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
入
院
無
料 

 
 

 

東
員
町･

･･

９
歳
年
度
末
ま
で
通
院･

入
院
無
料 

就
学
前
ま
で
通
院
も
含
め 

医
療
費
を
無
料
に
せ
よ 

乳幼児医療費実施状況 ４月１日現在 

 

 

 


